
新座市契約に係る労働環境の把握に関する要綱

（平成２７年２月１３日告示第３９号）

（趣旨）

第１条 この告示は、市が発注する契約に係る適正な履行の確保を図るための労

働環境（以下「労働環境」という。）の把握に関し必要な事項を定めるものと

する。

（対象）

第２条 労働環境の把握の対象となる契約は、次に掲げるとおりとする。ただし、

市長が特に労働環境の把握を行う必要がないと認めるときは、この限りでない。

予定価格が３，０００万円以上の工事請負契約

予定価格が１，０００万円以上の業務委託契約

２ 前項の規定により労働環境の把握の対象となる契約については、一般競争入

札にあっては公告により、指名競争入札にあっては指名通知により、労働環境

の把握を行うことを明示するものとする。

（労働環境の基準）

第３条 この告示に基づき把握する労働環境は、労働基準法（昭和２２年法律第

４９号）、労働安全衛生法（昭和４７年法律第５７号）その他関係法令を基準

とする。

（労働環境の把握）

第４条 労働環境の把握の方法は、契約の相手方が、第２条第１項第１号の契約

にあっては労働環境把握チェックシート及び労働賃金調査票を、同項第２号の

契約にあっては労働環境把握チェックシートを作成し、これらを市長に提出す

ることにより行うものとする。

２ 前項の規定により作成した労働環境把握チェックシート及び労働賃金調査票

については、労働環境把握チェックシートにあっては契約の締結後に、労働賃

金調査票にあっては契約の履行後に速やかに提出するものとする。

３ 前項の規定にかかわらず、新座市公共工事請負契約基準約款（平成１１年新

座市告示第１３７号）第２６条第１項又は第６項の規定による請求に基づき請

負代金額の増額を行う場合は、その変更の契約を締結する日までに、労働賃金

調査票を提出するものとする。

４ 市長は、契約の相手方から労働環境チェックシート及び労働賃金調査票の提

出があったときは、その内容を確認の上、契約文書に添えて保存するものとす

る。

（労働環境の調査等）



第５条 労働環境の把握後に行う契約の相手方に対する労働環境の調査、改善の

要請及び報告書の提出並びに入札参加停止等の措置は、当該契約に定めるとお

りとする。

２ 前項の入札参加停止等の措置の適用については、新座市の契約に係る入札参

加停止等の措置要領（平成２１年４月９日市長決裁）に定めるところによる。

（委任）

第６条 この告示に定めるもののほか、様式の作成その他の労働環境の把握に関

し必要な事項は、財政部長が別に定める。

附 則

この告示は、平成２７年４月１日から施行し、同日以後に行う公告及び指名通

知について適用する。

附 則（平成２８年告示第４２号）

１ この告示は、平成２８年４月１日から施行する。

２ 改正後の新座市契約に係る労働環境の把握に関する要綱の規定は、この告示

の施行の日以後に行う公告及び指名通知について適用し、同日前に行う公告及

び指名通知については、なお従前の例による。

附 則（平成２８年告示第６７号）

１ この告示は、告示の日から施行する。

２ 改正後の新座市契約に係る労働環境の把握に関する要綱の規定は、この告示

の施行の日以後に行う公告及び指名通知に係る契約について適用し、同日前に

行う公告及び指名通知に係る契約については、なお従前の例による。

附 則（平成２９年告示第５０７号）

この告示は、平成３０年１月１日から施行する。

附 則（平成３０年告示第３４１号）

この告示は、告示の日から施行し、改正後の新座市契約に係る労働環境の把握

に関する要綱の規定は、この告示の施行の日以後に請負代金額を増額するための

変更の契約を締結する契約について適用する。

附 則（令和２年告示第９６号）

この告示は、令和２年４月１日から施行する。


